
 

 

 

デロイト  トーマツ  アクト株式会社  

 

貸借対照表 

2023年 5月 31日現在 

 

 

（単位：千円）

金額 金額

【流動資産】 1,822,480 【流動負債】 2,957,849

現金及び預金 44,408 未払金 170,110

未収入金 1,694,315 未払費用 46,064

業務未収入金 76,132 前受金 1,873

前払費用 7,484 短期借入金 2,549,000

立替金 139 預り金 47,433

賞与引当金 285

未払消費税等 142,799

未払法人税等 281

【固定資産】 548,730

 有形固定資産 39,399

建物及び附属設備 28,397 【固定負債】 53,730

器具備品 10,359 退職給付引当金 28,290

建設仮勘定 642 資産除去債務 25,440

 無形固定資産 441,872

営業権 441,872

3,011,580

 投資その他の資産 67,458

差入保証金 51,214 【株主資本】 △ 640,369

繰延税金資産 644 資本金 10,000

その他 15,600 利益剰余金 △ 650,369

  利益準備金 2,930

繰越利益剰余金 △ 653,299

△ 640,369

2,371,211 2,371,211

【純資産の部】

純資産合計

資産合計 負債・純資産合計

【資産の部】 【負債の部】

負債合計

科目 科目

(注)当期純損失                  △500,254 

 



 

 

 

 

デロイト  トーマツ  アクト株式会社  

 

個 別 注 記 表 

 

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

１．固定資産の減価償却の方法 

(１) 有形固定資産 

定率法 

ただし、2016年4月1日以降に取得した建物附属設備については、

定額法を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物及び附属設備 15年 

器具備品 6年 

(２) 無形固定資産 

定額法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

営業権 5年 

２． 引当金の計上基準 

(１) 貸倒引当金 

業務未収入金、立替金等債権の貸倒損失に備えるため、一般債権

については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につい

ては個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しており

ます。なお、当事業年度末は回収不能見込額が発生しなかったた

め、引当金残高はありません。 

(２) 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当期における退職給付債務及び

年金資産の見込額に基づき、当期末において発生していると認め

られる額を計上しております。 

数理計算上の差異及び過去勤務費用は、発生した期に一括処理し

ております。 

（３）賞与引当金 

  職員の賞与支給に備えるため、支給見込額のうち当会計年度負担

額を計上しております。 

 

３．収益の計上基準について 

主要業務であるシステム構築等コンサルティング業務については、



 

 

 

当該業務の提供に応じて、一定の期間にわたり履行義務が充足され

る取引と判断しており、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当

該進捗度に基づき収益を一定の期間にわたり認識しております。ま

た、作業報告書の承認時等の一定時点で履行義務が充足される取引

については、当該時点で収益を認識しております。 


